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宮崎県,愛媛県および高知県の野犬に

寄生する鉤虫の種について

宮崎県において昭和46年7月に,串問市およぴその周

辺で捕獲された野犬について調査を行なつた.野犬は当

地の永吉康祐博士粉よぴ串問保健所の好意によつて25頭

が提供された.野犬の屠殺は硝酸ストリキニーネの注射

により行ない,殺された犬は直ちに開腔し,十二指腸起

始部から小腸末端までをとり出し,これを8等分し,各

部位毎に小腸を開き寄生鉤虫を採集した,採集した生き

本憲

藤カエ

Bi0此a (195D がブラジル鉤虫とセイロン鉤虫の別種

説を提唱して以来,世界の各地から両種鉤虫を区別して

報告がなされるようになつた.われわれも日本の内外を

とわず,機会ある毎に人,犬,猫その他の動物を調査

し,この両和鉤虫の分布について考察を加えてきた.今

までに,われわれが出かけ,あるいは標本を入手して研

究を行なうこ乞ができた地方はセイロン,台湾,マレー

シア,フィージー,タイ,ノてングラデシニ.,ブラジノレ,

ビルヤ,鹿児島県などである.このうち,台湾(Yoshida

'tai.四68)および鹿児島県(吉田・岡本,1972)につ

いては,サ'でに報告を行なつたが,それによると台湾は

もとより,わが国においても,その最南城に位置する徳

之島粉よび奄美大島にはセイロン鉤虫が分布tることが

判明した.これはセイロン鉤虫の世界における分布図の

上からみると最も北の分布ということができる.そこ

で,われわれはさらに日本の本島にも本虫が分布するの

ではないかと老え,鹿児島県につづいて,わが国の南域

にあたる宮崎県南部,愛媛県南部,そして高知保の中部

および南西部を鯛査地として選び,野犬を解剖して寄生

鉤虫を採集し,その分類を行なつた.

材料および方法
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た鉤虫は,あらかじめ体表,口腔,交接嚢内などに存在

する粘液などをよく洗い去り,ついで熱い楊をそそぐこ

とによつて虫体をまつすぐにして殺し,そののち10%フ

オルマリン液に保存して研究室に持婦り,顕微鏡下で1

隻ずつ精査して種の同定を行なつた.とくに犬鉤虫以外

の鉤虫の発見に注意を払つた.

愛媛県においては,昭和47年7月,宇和島市の青野宏

博士および宇和保健所の好意によつて愛媛県南部に棲息、

する26頭の野犬が提供された.野犬の屠殺ならびに虫体

の採架方法は宮崎県の場合と同様であるが,小腸を8等

分して検索することはせず全体として観察した.

高知県においては昭和47年9月に,高知市と中村市と

の2力所で詞査を行なつた.高知市では坂本芳久博士,

森川昇三博士,田中稔正博士ならぴに高知市中央保健所

の好意により,同市附近で捕獲された18頭の野犬が提供

された.また中村市では菊池一郎氏および中村市中央保

健所の好意により,伺市附近で捕獲された24頭の野犬が

提供された,高知県の両市に粘ける野犬の屠殺方法は真

空屠殺であつた.虫体採取の方法は愛媛県の場合乞同じ

方法によつた.

成績

1.宮崎県串間市での調査結果

串問市で行なつた25頭の野犬の剖検による鉤虫採集結

果は表1にまとめて示した.鉤虫の寄生を認めなかつた

のは1頭だけで,鉤虫寄生率は96%と極めて高率であり,

かつ鉤虫寄生犬1頭あたりの平均寄生数は79.7隻とかな

り多く,最も寄生数の多かつた NO.5の犬では693斐で

あつた.これらの鉤虫は1隻宛顕微鏡的検査を行なつた

結果,すべて犬鉤虫(A加)10"0"ι"ιωU、加"0 であり,

雄
六
太

幸
喜
泉

田
野
水

吉
松
清 *

司
至

岡
近

.
、
ム
一
ヨ

ア
イ

男
樹



NO

Dog

9 y A e幻
、ueigbt g

5kg 10NI

4kg 3Y

13kg 4Y

20kg 5Y

7kg 3Y

4kg 10M

6kg 2Y

5kg 4Y

4kg loM

20k菖 5Y

5kg 3Y

6kg 10M

10kg 5Y

15k宮 5Y

20k宮 3Y

6kg 3Y

20kg 5Y

20kg 5Y

25kg 3Y

7kg IY

3Y7Rg

2Y5kg

5kg 2Y

5kg 5Y

2Y5kg
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その他の秘の鉤虫は1隻も見出されなかつた.ただ本邦

の1苛に時ιこ,仔"三してし、る"1/1ιJ,10sto"h1 1"ムae/01'"1ιと

の鑑別に0いては,雄虫であれぱ交接刺の長さによD犬

鉤虫と容易に鑑別ができるが,雌虫については口腔歯牙

の"封謹,頸部乳頭の形態などにおいて若千の差があると

いわれているが(Noaa、1952),1中々むうかしいので今

回は強いて鑑別を行なわなかつた.雄虫がすべて短い交

接刺をイテしていたことから A. hψ'M/ω・,加の雌虫の混

在の可能性は少ないが,しかし完企に否定するわけには

ゆかない.

犬小腸内における犬鉤山の分布について雌雄を合計し

てみると,第1部位26使、第2部位137隻,第3部位509

竺,第4MH立667隻,第5 部位364墾,第6部位149墾、

第7部位絽隻,第8部位玲隻であり,第3部位から第4

部位,す'なわち小腸の中央部からやや上部寄リに最も多

く寄生していた.このような停i向は従来の知見によくー

致,"る.

なおNO、Ⅱの犬からⅡ7警の横川吸虫が見出されたが

本敷虫の腸管内分布をみると,第1部位から夫々,3,

10,66,11, N,3隻というような分布状態で5, ,

あつた.その他,犬条虫が17頭に,犬炯虫が3顕に,犬

鞭虫が5頭に,犬糸状虫が5頭に見出された

2.愛媛県宇和島市での調査結果

2師真の野犬について検索を行なつた所,表2に示ナ如

<,鉤虫は極めて少なく,26頭中8頭(30.8%)しか寄

生を認めず,寄生数も NO. Mの犬に95隻とかなり多数

であつた他は,1~15隻と少く,寄生犬における平均寄

生数は15.3隻で島0た.これらの鉤虫は精査の結果ナベ

て犬鉤虫と同定された.犬鉤虫の他に,犬条虫が4頭

に,犬炯虫が2頭に,犬糸状虫が1頭に検出された.

3.姦知県高知市での闘査結果

18頭の野犬を剖検した.その結巣は表3に示す如く,

鈎虫の嵜生率は比較的低く,18頑中9頭,すなわち50%

であつた.また寄生数も少なく,寄生犬における平均寄

生数は4.6隻であつた,かつ寄生鉤虫はすべて犬鉤虫で

あつた.犬鉤虫の他に,犬条虫が7頭に,犬如虫が7頭

に,犬鞭虫が4頭に,犬糸状虫が2頭に検出された.

4.高知県巾村市での調査結巣

小村市では24頭の野犬を剖検した.その結釆は表4に

示す.当地も比較的鉤虫の寄生率は低く,24頭中14頭

(58.2%)に寄生を認、めた.また寄生犬 1頭あたりの平

均寄生数も10.2隻と怪感染であつた.釣出種は当地もす

べて犬鉤虫であつた.その他の寄生虫として,犬条虫が

Tal〕1e 2 Hookwormsl) in stray dogs in

U、、'ajima・city, Ehime prefecture
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2 7kg
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Table 3 Hookwotms" in stray d0三S in Kochi・

City, Kochi prefectuTe

Numberofwotmsother para・
rec0リered fTom sites than
SmaⅡ in舵Stine hookworm幼

? y Ageキ)sexo seX4)0
Weight

1 25kg 5Y F

2 10kg 2Y F

3 10kg 2Y M

4 7k君 IY F

5 20kg 2Y M

6 10k客 2Y F

7 15kg 5Y F

8 7Rg 4Y M

9 5kg 2Y F

]0 5k宮 IY F

Ⅱ 8kg 2Y M

12 10kE 2Y F

13 7kg 3Y F

14 5k写 2Y F

15 5kg 4M 入1

16 3kg 6M M

17 3kg 4M F

18 3kg loM M 4
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Hookworm51)in Sけay dogs in Nakamuta・
City, Kochi prefecture
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+13k宮 4Y2
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8 15kg 2Y

9 ]okg 2Y

210 10kg 2Y

11 5kg lY

12 3kg lY

13 3kg 2Y

14 3k容 5M

ル1etagohi"↓"ゴ
15 3kg 6M ン0ιog"τι'U'(+

+16 7kg 2Y

17 7kg 2Y

Alelag0円i"ι"δ
18 7Rg 3Y 丁okogau'ιU'(+

19 7kg 3Y

20 5kg 4Y

21 5kg 2Y

22 7kg 4Y

23 6kg 4Y ++

24 3kg 3Y F
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11頭に,犬炯虫が1頭に,犬糸状虫が4頭に,横川吸虫

が2頭に見出された.

セイロン鉤虫は熱譜および亜熱術に広く分布し,主と

して犬,猫などに寄生している.ところがこの鉤虫は人

によく感染し(Yoshida 'Υ"1,1971),そして世界の各

所から人体感染例が報告されている.ズビニ鉤虫やアメ

り力鉤虫は宿主固打性がうよく,自然界ではほとんど人

以外からは見出されていない.ところがセイロン鉤虫は

人にも感染性が高く,ZO0"osiS の様相を呈する.しかも

本虫が人に感染したときの症状はかなりはげしく,人体

寄生虫として無視できないことが明らかになつてきた.

最近,日本と外国との交流が頻繁になるにっれ,海外

とくに熱帯地域の動物が輪入される機会が多くなつてい

る.これらの動物の猫便処理を適確に行なわないと,本

虫が日本国内に北いて動物,あるいは人間に感染してく

ることも考えられる.また Anten and z"idemaa964)

の例にみられる如く,熱帯地に出かけた人が本虫に感染

して帰国することも考えられる.このような見地から今

回,日本本士に,すでに本虫が分布しているかどぅかを

知るため,あるとすれば最も可能性の高い本邦南城の4

地点で小規模ではあるが野犬の胴査を実施した.その結

果,幸い分布の亭実はっかめなか0たが,将来のため

の,基礎資料の1つとなることであろう.

考察

国の南城にある地区において,計船頭の野犬を解剖し,

1219隻の鉤虫を得,その種について精査した所,今回は

犬鉤虫のみが見出され,それ以外の鉤虫は検出されなか

,コた.

われわれは熱枇諸地城において鉤虫の分布,とくにセ

イロン鉤虫とブラジル鉤虫の分布にっいて調査をっづけ

てぃるが,それによると,台滴,徳之島,奄美火島と順

決セイロン鉤虫の分布を確認してきた.そ;で,わが国

の本島にも分布するかどうかにっいて,宮崎県串冊市,

愛媛県宇和島市,高知県姦知市および小村市など,わが
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ON THE HOOKWORNISP篁C{ES IN STRAY DOGS IN MIYAZAKI, EHIME
AND KOCHI PREFECTURE, SOUTHERN PART OF JAPAN

i oKAMOTO, Yukio YOSHIDA, Kikuo NIATSUO, KaoTU KONDO,
Kitoku MATSUNO, Naoki ARIZONo and senta sHIMIZU

{Dt,"゛'hNι,1t o「'1/ιιliι"1 ZO010&},, K'},0101」,τ/eιhι,・"1 υIU'τ,el・siiJ!
0/.vedルhle, KJ,010,,1'リNUO

The pTesent authoT$ have studied on distributiorls of '4πιJ,10'to"1a ιιつ、1αJliai"ι al】d
A・ 6,'4ヰiliιJISι in tropical and subtropical areas at e¥ery oppottU11ity. Above a11, Yoshlda
ι'α1・ 1971 teported '4.ι'CJ,ia1ιiαι"ι in dogs, cats an(11nan i訂 Taiwan, and also reported lg70
thiS 110okworm in dogs in Tokunoshima end AI"amloS11ima, southern lslands of Japan, The
Present study was attempted to know 、vhether this hook、Yorm distTibutes in mai口la訂d Jepan or
Dot. Ninety'three stTay d0宮S in total nur打ber captured in Miyazaki, Ehime and KOC11i prefec、
ture5 Were autopsided {ot this purpose. The det日Ⅱed micr05Copicalinvestigation on each 110ok、

Worm Tevealed that aⅡ of the l,ookwormS 2 219 in total c011ected were A11C),10sio"1'ιιωli,Nι"1.


